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問題 

先延ばしは，「何らかの達成すべき課題を遅ら

せる非合理的な傾向  (Lay, 1986)」と定義されてき

た。そして，先延ばし時には，将来起こるであろ

う否定的な結果 (以下，ネガティブ事象) を予測

している可能性が示唆されている  (Wohl, Pychyl, 

& Bennett, 2010)。しかし，どのようなネガティブ

事象を予測しているかについて，具体的な検討は

されていない。それを明らかにすることで，ネガ

ティブ事象の種類と抑うつなどの不適応との関

連を検討できたり，より有効な介入方法の開発に

つながったりする可能性がある。そこで，本研究

では，先延ばし時に予測されるネガティブ事象を，

探索的に収集することを目的とした。 

方法 

調査対象者 広島大学の学生 25 名 

調査内容 「学業場面において先延ばしをすると，

どのような不都合  (デメリット) が起こりえます

か」と教示し，自由記述で回答させた。学業場面

として，「テストのための勉強」と「レポートの執

筆」の 2 場面をとりあげた。その際，「先延ばし」

の定義は「しなければいけない課題や仕事を後で

不都合  (デメリット) が生じると分かっているの

に先送りにすること」とした。 

結果 

 テスト場面については 96，レポート場面につい

ては 108 のネガティブ事象が挙げられた。両場面

を合わせた 204 の記述について，専門家 3 名が KJ

法による分類を行った結果，学業場面の先延ばし

時に予測されうるネガティブ事象項目として，29

項目の候補が得られた  (Table 1)。 

考察 

本研究では，先延ばし時にどのようなネガティ

ブ事象が予測されるかについて，探索的に収集す

ることを目的とした。その結果，「テストのための

勉強」，「レポートの執筆」の 2 場面で得られたネ

ガティブ事象には，2 場面に共通するもの，場面

特有のものが存在していた。そして，それらの項

目をみると，ネガティブ事象といってもさまざま

な種類の事象が含まれることがわかる。第 1 に，

「単位を落とす」「いい点が取れない」など，結果

のパフォーマンスに影響するという項目がある。

第 2 に，「自己嫌悪に陥る」「後悔する」など，先

延ばしをした後のネガティブな感情の項目も挙

げられた。第 3 に，「ストレスが増える」や「ぎり

ぎりになって焦る」など，先延ばしをしている最

中や，締め切り直前の不安・ストレスに関する項

目も多く挙げられた。第 4 に「生活リズムが乱れ

る」や「睡眠不足に陥る」など，身体への支障に

関する項目もみられた。第 5 に，「妥協してしま

う」「学習が定着しない」「次からも先延ばしして

しまう」など，従来指摘されているように，先延

ばし傾向と完璧主義傾向との関連がみられるよ

うな項目もみられた。 

このように，ネガティブ事象といっても，現実

的なデメリットや感情に関するものなどの種類

の違い，いつそのデメリットが生じるかというタ

イミングの違いがあることが明らかになった。  
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